
レコード会社直営の
音楽配信サービスで急成長

　2009年2月1日にレーベルモバイル株式

会社から社名を変更した株式会社レコチョク

は、創業した2001年から着信メロディー配

信サイトをスタート。その後、2002年12月

に「着うた®」、2004年11月から「着うたフ

ル®」のサービスなどを提供している世界最大

級の携帯電話向け音楽配信会社だ。サービス

名として浸透している「レコチョク」にブランド

を統一し、同時に社名を変更した。

　システム本部　本部長の磯貝幸正氏は「提

供しているサービスの主力は、「着うたフル®」

「着うた®」を中心としたコンテンツ配信です。

そのため、業務におけるITへの依存度が高く、

特に『配信サービスシステム』が根幹となって

います」と語る（図）。

　現在のシステムは、2001年のサービス開

始時の初代から数えて三代目にあたり、

2005年11月から稼働している。短期間で

2回のリプレースが行われた理由の一つとして

磯貝氏は「当初、モバイル音楽配信サービス

がここまで極端な負荷がかかるとは想定でき

なかった」ことを挙げる。

　配信サービスシステムにおいてアクセス負

荷が集中するのが、ユーザーの検索を受け付

け、携帯機器に画面表示データを送信する「サ

イト表示系DB群」だ。検索DBサーバーは、

数十台のデータベースにより構成されている。

現行システムは、現在のアクセス数を想定して

設計されているため、諸事情により急増しても

十分に対応できるはずだった。

想定外の接続エラーが発生

　ところが検索の対象となる曲は増加する一

方であり、2008年の半ば頃から、それまで

皆無だったDBへのコネクションのエラーなど

が発生するようになった。ただ、見積りとして

は、現在のアクセス量は、耐えられる予定であ

った。システム本部オペレーショングループ　

マネージャーの浅沼剛之氏は「Oracleの分析

ツールなどでCPUのリソース状況などを調査

してみると、I/Oウェイトのところで極端な負荷

がかかっていることが分かりました。ところが、

その負荷を高めている本当の原因がどこにあ

るのか。たとえば、どのSQLがネックになって

いるのかまで、深掘りして解析することができ

ませんでした」と、当時の状況を振り返る。

　Oracleの分析ツールで接続エラーの発生

要因を探り当てることが難しかった理由の一つ

に、レコチョクのサイトならではの特徴が挙げ

られる。たとえば、音楽番組などで人気アーテ

ィストの曲が流れた直後のアクセス急増だ。一

瞬のうちに数十倍になり、10～15分程度の

間隔でデータを集計する標準ツールでは結果

が平準化されてしまう。そのため、ピーク時に

どのSQLの負荷が高いかなど、ピンポイント

で原因を特定することはできなかった。当然、

エラー発生時の詳細情報も残っていない。

　それまでもSQLチューニングなどの対応は、

契約ベンダーのエンジニアにより行われてい

た。ただ、標準ツールによる分析結果を元にし

ているため、「怪しい」SQLを推定して修正し、

その結果を見て修正部分を変えるというような

トライアルを繰り返すことになる。またレコチ

ョクのサイトのように24時間365日の安定

稼働が絶対条件である場合、できる限り手を

加えたくないという事情もある。

　そこでベンダーから出てきた改善案は、ハー

ドウェアの増強だった。実際、「ハードウェアの

コストが下がっていることもあり、リプレースで

済むならやってしまおうと考える事業者が少な

くない」（浅沼氏）のが実情のようだ。ただ、磯

貝氏は「確かに増強は有力な選択肢ですが、エ

ラーの潜在的な原因を残したままでの投入で

は効果が保証できませんし、当面の対策には

なっても将来に同様の事態が発生する可能性

があります」と問題点を指摘する。

「着うた®」などのサービスを展開している世界最大級の携帯電話向け
音楽配信会社レコチョクでは、サイトへのアクセス急増によるコネクシ
ョンエラーの発生に悩まされていた。ハードウェア増強、手探りのチ
ューニングなどを検討する中、注目したのがOracleの標準ツールで
は困難な詳細解析を可能にした日本エクセムのMaxGaugeだ。そ
の分析結果を元にSQLチューニングを実施したところ、最大40％を
大幅に超える負荷が軽減した。その詳細や今後の展開などについて、
担当者に伺った。
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